
おかん研プロデユース講演会

幕末・明治初期の
小笠原からみえる国際関係

-小笠原はなぜ日本領土となったのか？-

主催：小笠原環境計画研究所　共催：東京都立大学小笠原研究委員会

「幕末・明治の日本は、欧米列強による植民地化の危機にさらされていました。」
小笠原の帰属をめぐる動きから、
小笠原研究からみえてくる国際関係を考察します。

令和6年 11 7月 日 【木】 氏講師

岩本 陽児
　　　　和光大学・教授
　　　　東京都立大学・客員研究員

申　込

連絡先

時　間

不要です

小笠原環境計画研究所（おかん研）
　　　　　　　　　　　☎ 3-2577

19：00〜20：30
会　場 母島村民会館２階会議室

母島･講演会

父島ノ内二見港ニ明治丸並英国軍艦カルー号停泊ノ景
（国立公文書館所蔵）


